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勉が存在する｡以下, 1)空間に孤立 した単原子と, 2)結晶内に 配列 した原子 を可
視化する場合の結像の原理についての概要を述べる｡
1. 単原子の電子顕微鏡像





d - 0･5614･cs4 (1)










































録画した興味深いフイルムの上映も行なわれた｡ (文責 山本直紀 )
誘電体結晶における逐次相転移





た,東工大 ･理 :弘津俊輔氏を講師にお招きして,逐次相転移を取 り扱 う上で特徴的な
概念や手法などについて講義して裁いた｡ 以下講義の概要にっいて報告する｡(全体講
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